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1庄子晃子「十九観」について−不動明王図像との関連において−」『金沢文庫研究第 19 巻 3 号・通号 203 号』
金沢文庫	 1973 年 2 月 
2金子啓明著「密教における観想と造形	 :	 青蓮院蔵・不動明王二童子像(青不動)を中心に」『美学 41』寶雲舎	 


































                                            
3青蓮院門跡創建以降に展覧会にて公開されたのは、1970 年の「大阪万博」と 1986 年の奈良国立博物館「平安
仏画展」、1997 年「比叡山・高野山名宝展」の三度。また 2010 年 9 月 18 日〜12 月 20 日の期間に青蓮院門跡






























































図版  2	 神護寺所蔵「両界曼荼羅図（高雄曼荼羅）」のうち胎所蔵界曼荼羅不動明王像	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 （1） 作品名称・法量等	 
1. 名称	 :絹本著色	 国宝不動明王二童子像	 
2. 所蔵	 :京都・青蓮院門跡	 
3. 法量	 :縦 203.4cm×横 148.4cm（曲尺寸法：縦 6.71 尺×横 4.9 尺）4	 
4. 形態	 :掛幅装	 仏画表具	 	 
3 副半１鋪(第一幅 17.1cm、第二幅 48.7cm、第三幅 47.3cm、第四幅 35.3cm)	 
（曲尺寸法：第一幅 0.56 尺、第二幅 1.6 尺、第三幅 1.56 尺、第四幅 1.16 尺）	 
5. 制作年代	 ：平安時代中期	 
 






















                                            














































                                            












































眞言主之下	 依涅哩底方	 不動如來使	 持慧刀羂索	 頂髮垂左肩	 一目而諦觀	 	 


























                                            
8 （大蔵経内）大日経データベースより大正蔵経十八巻№848 七頁	 経入漫茶羅具縁眞言品第二之一	 
http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat3.php?mode=detail&useid=0848_,18,0004a10&key=入漫茶羅具縁
眞言&ktn=&mode2=2  















として表わした図像が現れるのはこれから 1 世紀を経てからとなる。	 
	 
	 


















                                            
10庄子晃子「十九観」について−不動明王図像との関連において−」『金沢文庫研究第 19 巻 3 号・通号 203 号』
金沢文庫	 1973 年 2 月 5 頁〜12 頁/庄子晃子「不動法と不動明王像」『東北大学文学会』東北大学文学会	 1977
年 9 月 67・68 頁	 





























































                                            
12泉武夫著「青不動‒画像と行法を巡る形と意味‒」『講座日本美術史 3図像の意味』東京大学出版会	 2005	 年




	 以上 19 の項目を通してみると、大日如來の化身である不動尊像の形相、性格を示しイメー
ジさせた後、不動尊が倶力迦大龍へと変じて、最後に二童子へと変化する様子を観想させるよ
うに描かれている事がわかる。特に、不動明王の形相を直接的に表す部分としては第 3〜12・
14・15・17 観想である。またそれを内面的、性格的な部分を裏付けるのは第 13 観想「行人の

























こ ん が ら
童子、左脇に制吒迦





                                            
13	 生存年代を示す史料は、永延元年（987 年）東大寺大仏殿織成大曼荼羅の修理に記録される。絵師元興寺玄
朝法師が地神の形を描いたとされる。不動図巻中の玄朝と同一視される。『画像不動明王』京都国立博物館	 
1981 年 220 頁引用	 
14	 醍醐寺本「不動図巻」のうち不動御頭幵二使者図像。青蓮院本の祖本とされる。	 
15亀田孜著『日本の仏画第１期 8国宝不動明王二童子像』学習研究社	 1976 年 11 月/亀田孜著「青不動画」『日








こ ん が ら
童子は不動尊を見上げて恭敬小心者で正道に随順する様子を、制吒迦
せ い た か
童子は外


























                                            
16庄子晃子「十九観」について−不動明王図像との関連において−」『金沢文庫研究第 19 巻 3 号・通号 203 号』











































                                            
17高田修,柳沢孝著「仏画」『原色日本の美術７』小学館	 1980 年 11 月 p229	 
18高田修,柳沢孝著「仏画」『原色日本の美術７』小学館	 1980 年 11 月	 青蓮院本解説	 
19泉武夫著「青不動–画像と行法を巡る形と意味–」佐藤康宏編『講座日本美術史 3	 図像の意味』東京大学出
版会	 2005 年 6 月 p56〜60	 
20亀田孜著「青不動画」『日本仏教美術史叙説』學藝書林	 1970 年 4 月	 
 
挿図 1	 本尊左手	  
 
挿図 2	 倶利伽羅竜鱗 
 










































                                            
21 e 国宝より転載 
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挿図 4	 本尊条帛  
 
 
挿図 5	 本尊裳  
 
 







挿図 8	 制吒迦  
 
 
挿図 9	 矜羯羅  
 28 



































                                            
22有賀祥隆著「曼荼羅と来迎図」『日本美術全集第 7巻』講談社	 1991 年 6 月	 172-173 頁	 
  
 


































                                            
23関口正之著「平安時代末期の仏画に関する問題点」『国際シンポジウム「東アジアにおける転換期」』東京
文化財研究所	 1987 年 10 月	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表 1：先行研究による彩色技法の見解	 	 
                                            
24田中生著「青不動に就て」『国華 354 号』国華社	 1960 年 11 月 
25泉武夫著「青不動–画像と行法を巡る形と意味–」佐藤康宏編『講座日本美術史 3	 図像の意味』東京大学出
版会	 2005 年 6 月	 
26亀田孜著「青不動画」『日本仏教美術史叙説』學藝書林	 1970 年 4 月	 
27高田修,柳沢孝著「仏画」『原色日本の美術７』小学館	 1980 年 11 月 












































制吒迦	 ・	 身色：赤、朱の身（亀田氏、田中氏）赤肉色（泉氏）	 
・	 着衣：赤土茶、紋様は濃茶や薄墨、裳は逆ハートの弁葉つなぎ（泉氏）朱墨の裙（田
中氏）	 
・	 装身具：花をつけるが実際の植物を写生	 （田中氏）	 
火焔光背	 ・	 丹と朱（田中氏、亀田氏、秋山氏、泉氏）	 
・	 雌黄地（亀田氏）	 
・	 煙を墨で表す。	 
背景	 ・	 赤褐色	 
絹継ぎ	 ・	 四幅一舗（共通）・	 

























































































































                                            
28泉武夫著「青不動–画像と行法を巡る形と意味–」佐藤康宏編『講座日本美術史 3	 図像の意味』東京大学出
版会	 2005 年 6 月 
29泉武夫著「青不動–画像と行法を巡る形と意味–」佐藤康宏編『講座日本美術史 3	 図像の意味』東京大学出






























                                            
30金子啓明著「密教における観想と造形	 :	 青蓮院所蔵・不動明王二童子像(青不動)を中心に」『美学 41』寶









































	 （1） 原本の状態（オリジナル部分と過去による修理部分の把握）	 
	 原本の高精細画像を基に、赤外線画像31［挿図 17］を参照にしながらオリジナルの墨線を上
げ写した[挿図 18]。	 
                                            
31東京文化財研究所に保管されている、過去の調査による赤外線画像の部分を借用。全体を把握し易くする為
に一枚の画像に結合した。	   
 










	 ⅰ絹継ぎ残欠部分（赤点線）	 ⅱ本尊胸部分の欠失（青点線）	 ⅲ着衣の白色部分の欠失（白
点線）	 	 
 







	 現在の法量は縦 203.4cm×横 148.5cm、4 幅１鋪、3 本の絹継ぎにより一枚の大画面となる。
各絹幅の寸法は平均して第一幅 17.1cm、第二幅 48.7cm、第三幅 47.3cm、第四幅 35.3cm である。	 
	 継ぎ目部分の位置を確認すると、第 1 幅と第 2 幅の継ぎ目は制多迦童子の頭部にかかってい























                                            
32 貝殻胡粉が主流となるのは室町時代以降である。鉛白は奈良時代に日本に伝来。白土は古くから壁画や仏像
の下塗りに用いられていた。	 東京藝術大学大学院文化財保存学日本画研究室編「図解	 日本画用語辞典」東































                                            
33	 下描き線を行い、彩色した後、その上から新たに墨線や朱線にて輪郭を描き起こす事。 

































































挿図  21	 本尊・裳裾  
 
 



























挿図 24	 矜羯羅着衣  
 
挿図 25	 矜羯羅腕釧  
 
























                                            
35 特に二童子の装飾部分に裏箔の断片が多く残存する。本尊の裏箔は、過去の修理の際に綺麗に取り除かれ
 
挿図 26	 制吒迦面貌  
 
 


































                                                                                                                                    
た可能性が考えられる。 
36亀田孜著「青不動画」『日本仏教美術史叙説』學藝林	 1970 年 4 月 
 
挿図 28	 本尊装身具  
 
 
































	 （1） 調査概要	 	 
①	 調査作品：青蓮院所蔵	 国宝「不動明王二童子像」	 
②	 調査日：2013 年 7 月 30 日（火曜日）	 












挿図 31 熟覧調査風景  
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 （2） 熟覧調査内容	 
















挿図 32	 色合せポイント  
 53 
	 
② 高精細画像撮影（三脚、デジタル一眼レフカメラ）38[挿図 33]	 
撮影機材	 
・	 デジタル一眼レフカメラ	 NIKON-D800	 
・	 NIKON レンズ 60mm（全体撮影）、105mmVR（接写撮影）	 
・	 三脚（スチール）	 
















挿図 33 高精細撮影ポイント  
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 （3） 結果	 


























































挿図 35	 本尊面貌・右目  
 
 
挿図 36	 制吒迦面貌・左目  
 
 

















挿図 38	 本尊肉身・群青  
 
 
挿図 39	 制吒迦条帛・群青  
 
 
挿図 40	 本尊・裳  
 
 
挿図 41	 制吒迦・裳  
 
 















と時代背景から、使用された赤色は朱か辰砂。橙色は丹の具であると推測される［挿図 46］。	 	 
 
挿図 43	 地面  
 
 
挿図 44	 背景上部  
 
 
挿図 45	 迦楼羅焔・朱線  
 
 








	 （1） 当初の寸法と構図	 










る。青蓮院本の場合、絹枠の 1 辺につき厚み 1 寸〜、幅２寸（6cm）〜程度は必要となると考
えられる。それらの制作工程を考慮すると、張り込みに必要な絵絹は、原本の全画面（当初



































及び天台高僧像	 龍樹菩薩」  
 
 61 























































                                            




挿図 54	 不動Ｘ線透過画像  
 
挿図 55	 本尊・鼻と口（修理後）  
 
 





































挿図 57	 矜羯羅接写画像  
 
 
挿図 58	 制吒迦接写画像  
 
 





































挿図 61 統合した赤外線画像  
 
























                                            
41 44 項、脚注 34 に同じ。 
41 44 項、脚注 34 に同じ。 




































































挿図 63	  
六 角 堂 能 満
院 仏 画 粉 本
う ち 倶 利 伽
羅部分  
挿図 64	  
倶 利 伽 羅 部


















































挿図 70 	 本尊条帛団花文
（想定復元）  
 
挿図 72	 本尊裳裾（復元） 
 











ている。［挿図 76］。オリジナル部分を基に想定復元を行った［挿図 77］。	 
裳裾は黄味がかった緑色の地である。地文様は薄れて見えづらいが、七宝文継に九ツ菱で
主文様が花文であると推測される［挿図 78］［挿図 79］。	 
 
挿図 74	 本尊胸飾り  
（赤外線画像）  
 
挿図 73	 本尊胸飾り  
（原本）  
 




挿図 76	 矜羯羅裳、腰布（原本） 
 
 
挿図 77	 矜羯羅裳、腰布（復元） 
 
 
挿図 78	 矜羯羅裳裾（原本）  
 
 










	 （2） 当初の寸法と構図	 	 
	 当時の寸法と構図については、当時使用されていた尺寸法に換算しなおして考察を行う。	 
現在の法量は、4 幅１鋪で 3 本の絹継ぎによって一枚の大画面の縦 203.4cm×横 148.5cm でと
なっている。各絹幅の寸法は第一幅 17.1cm、第二幅 48.7cm、第三幅 47.3cm、第四幅 35.3cm
である。	 
これを当時使用されていたと思われる大宝律令の小尺寸法に変換すると小尺一尺あたり約
29.6cm である。これを現在の寸法に換算し直すと、縦 203.4cm×横 148.5cm＝縦 6.87 尺×横
5.01 尺43となり、中途半端な寸法である事が分かる。この寸法を基準にした場合、制作当初は
大宝律令尺での区切りの良い寸法であった可能性が考えられる。	 
	 大宝律令の小尺を基準とした、区切りの良い寸法は、幅 5.5 尺＝162.8cm となる。	 











挿図 80	 制吒迦裳、裳裾（原本） 
 





































                                            
44志村明著「日本の在来製糸技術と絹の質感について〜手回し座繰りを中心として〜」『絹文化財の世界：伝統


























                                            
47志村明「日本の在来製糸技術と絹の質感について〜手回し座繰りを中心として〜」『絹文化財の世界：伝統文化技術と保




挿図 83	 現代製糸技術絵絹  
 
 
























	 測定機器は走査型電子顕微鏡（SEM）HITACHI	 S-2460	 N 型を使用し、条件は N-SEM にて




















ロ	 生繭	 平め糸	 20d	 2 本引揃え	 ×	 
ハ	 塩漬け	 平め糸	 20d	 2 本引揃え	 ○	 
ニ	 生繭	 平め糸	 40d	 1 本	 ○	 
ホ	 塩漬け	 平め糸	 40d	 1 本	 △	 
ヘ	 生繭	 平め糸	 20d	 2 本引揃え	 ×	 
ト	 塩漬け	 平め糸	 20d	 2 本引揃え	 ○	 
チ	 生繭	 平め糸	 32d	 1 本	 ×	 
リ	 塩漬け	 平め糸	 35d	 1 本	 ○	 
ヌ	 
	 
塩漬け	 平め糸	 30d	 1 本	 ×	 
	 ○：やや滲む	 △：滲む	 ×：激しく滲む	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・	 ドーサ濃度が 2 倍の A、C では、共に絹目全体に塗膜がかかった様な状態になった。	 
線描の性質	 














iii. 絵絹断面の観察	 	 
・	 現代技術の糸は、断面が丸く糸が凝縮している傾向が認められた［挿図 87］。	 
・	 平め糸は断面が平たく、繊維間に隙間が多く認められた［挿図 88］。	 
・	 砧打ち 2 回は、図 2 の断面と比較し、より分繊傾向が認められた［挿図 89］。	 






挿図 88 試料ホ：	 





挿図 89 試料ホ：	 










































	 経糸	 17〜18 デニール	 24 本×2 本/cm	 




                                            
49原本絵絹の織組成を高精細画像及び X線透過撮影（フィルム撮影）等から織組成を割り出し製作した。	 
 
挿図 90	  
熟覧調査画像・絵絹  
 79 
	 原本に基づき、経糸密度 46 本/㎝(使用筬 23 羽/㎝)×緯糸３種類、経糸密度 48 本/㎝(使用
筬 24 羽/㎝)×緯糸３種類、計 6 種類の絵絹試料を製作した。＊蚕品種：rt	 繭保存方法：塩
漬け（2012 年秋飼育繭塩漬け）	 
絵絹資料 
番号 経糸:平め形状 18d 緯糸:平め形状 
1 23 羽 46 本/cm 18d×2 本引き揃え 
2 23 羽 46 本/cm 18d＋22d 引き揃え 
3 23 羽 46 本/cm 22d×2 本引き揃え 
 
番号 経糸:平め形状 18d 緯糸:平め形状 
4 24 羽 48 本/cm 18d×2 本引き揃え 
5 24 羽 48 本/cm 18d＋22d 引き揃え 
6 24 羽 48 本/cm 22d×2 本引き揃え 
2. 絵絹の収縮検証	 
実験方法	 






して、絵絹の状態変化について観察を行った。（製作期間：3 月−10 月）	 
2. 墨線描による線質検証及び観察	 








	 生麩糊を均一に付けた薄美濃紙 2.4 匁で裏打ちを施す。毛氈の上で自然乾燥。（同様の手順
で、増し裏打ちを 3 回行う）。木製パネル（袋掛け有り）に貼り込む。	 	 




i.  収縮性に関する性質検証	 










較的収縮率の小さいもので、裏打ち後の絹目の印象が近い	 サンプル４、（経：24 羽 48 本














・	 	 適度な張りと平滑さから、運筆は滑らかで滞りが少ない印象であった。	 
・	 	 線描の際はシャープに仕上がった。	 
・	 	 吸水性が高く、墨が馴染みやすかった。	 
・	 	 デジタルマイクロスコープ画像（200 倍）で観察した。→糸が平らな事で、筆の接触面積
が多く、墨が伝わり易い構造であると考えた。丸め糸は、凹凸が大きい事で、筆の滞りの
原因になっていると考えた［絵絹断面図］。	 
 経糸：23 羽 46 本/cm	 平め形状 18d 
番
号 








1 緯：18d×2 本引揃え 60mm 57mm 3mm 5% 
2 緯：18d＋22d 引揃え 59mm 57mm 2mm 3.3% 
3 緯：22d×2 本引揃え 59.5mm 57mm 1.5mm 2.5% 
 経糸：24 羽 48 本/cm	 平め形状 18d 
番
号 








4 緯：18d×2 本引揃え 60.2mm 59mm 1.2mm 1.9% 
5 緯：18d＋22d 引揃え 56mm 55mm 1mm 1.7% 
6 緯：22d×2 本引揃え 61mm 59mm 2mm 3.2% 
表 1 試料一覧（蚕品種：三眠蚕2012年秋飼育	 繭保存方法：塩漬け保存） 
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3. 裏箔による透過性の比較検証	 





















                                            
51	 生絹時の厚さ：約 0.08 ㎜（ミツトヨ製デジタルポケットゲージクイックミニで計測）	 
 
	 平め糸絵絹（滲み止め有）	 	 
  丸め糸絵絹（滲み止め有）	  








	 （3） 絹継ぎと張り込み	 
①	 絹継 










	 1 は、張りこんでから縫い合わせていく為、高度な技術と時間が必要となる。 





	 原本と比較しても縫い山の様子は 3 と類似していた為、今回は３の方法で絹継ぎを行った。 
  
 















みをした［挿図 95］。  
 
挿図 93 ドーサ引き  
 
 
図 94 絹継ぎ部分  
 
 


































試料：	 モロッコ産	 藍銅鉱	 
［挿図 98］ 
 
挿図 96	 熟覧調査画像	 本尊面貌  
 
 









イ) 鉄鉢で大まかに粉砕し、不純物を除く［挿図 99］。 
ロ) ミルミキサーにかけて、より細かく粉砕する［挿図 100］。 
ハ) #150、#75、#53 番のふるいにかけて粒子を選り分ける［挿図 101］。 
ニ) 底に落ちた細かい粒子と、上に残った荒い粒子［挿図 102、103］。 





と色幅が大変広い事が分かる。細かい粒子は緑味勝ちであり、大きい粒子ほど青味勝ちである。	 	 	 
 
挿図 99	 鉄鉢で粉砕  
 
 















挿図 104	 噴霧器で水簸  
 
 
挿図 105	 粒子を分ける  
 
 
挿図 106	 熱で乾燥殺菌  
 
 



















群青 13 番（放光堂）3g	 
群青 11 番（放光堂）3g	 
群青特上 13 番（喜屋）4g	 
天然黄口松葉緑青 13 番（金開堂）2g	 
天然松葉緑青 12（得応軒）1g	 













挿図 108	 混色群青  
 
 





・	 赤口朱＋綿臙脂[挿図 110]	 
・	 混色群青…群青 13 番（放光堂）2g＋群青白（放光堂）1g＋群青 12 番（金開堂）2g＋群青
特上 13 番（喜屋）2g＋岩群青 13 番（得応軒）1g＋天然黄口松葉緑青 13 番（金開堂）2g＋
天然松葉緑青（得応軒）1g	 [挿図 111]	 
表：赤系色で隈取り後、群青を施す。	 
・	 赤口朱＋綿臙脂	 

















挿図  111	 裏彩色・群青  
 
挿図  110	 裏彩色・赤口朱+臙脂  
 
 














挿図 115	 装身具彩色構造・断面図  
 
 
挿図 114	 裏箔  
 
 











































裏：金開堂黄口松葉緑青 13 番＋得応軒天然松葉緑青 12＋喜屋孔雀緑青 10 番＋藤黄 






























挿図 117	 Ｘ線透過画像・左膝  
 
 
挿図 119	 羂索（復元）  
 
 



































・	 辰砂の黄目＋鎌倉朱黄口＋鉛白（赤味勝ち）  






































・	 群青 13 番（放光堂）2g＋群青白（放光堂）1g＋群青 12 番（金開堂）2g＋群青特上 13 番




・	 群青 13 番（喜屋）4+群青 13 番（放光堂）4+群青 11 番（放光堂）+天然黄口松葉緑青 13
番（金開堂）2＋天然松葉緑青（得応軒）2+ふくみ緑青 14 番（放光堂）１ 
暈の色 
・	 群青 13 番（喜屋）4+群青 13 番（放光堂）4+群青 11 番（放光堂）+天然黄口松葉緑青 13
番（金開堂）1＋天然松葉緑青（得応軒）1+ふくみ緑青 14 番（放光堂）１ 
 
































① 表：なし	 裏：朱 
② 表：朱	 裏：朱 
③ 表：綿臙脂	 裏：朱 
④ 表：弁柄	 裏：弁柄 




















                                            






① 表：綿臙脂	 裏：黄口本朱 
② 表：綿臙脂	 裏：鎌倉朱 
③ 表：綿臙脂	 裏：辰砂白 
④ 表：綿臙脂	 裏：古代朱黄口 
⑤ 表：綿臙脂	 裏：古代朱中口 
⑥ 表：綿臙脂	 裏：弁柄 




























































































挿図 123	 焔稜線描き起こし 
 
挿図 124	 火焔の彩色  
 
 











・	 肌裏打ち（裏面）［挿図 127］、（裏打ち工程）［挿図 128］ 





・	 袋貼りにしたパネルにベタ張りを行い、制作当初の想定寸法［挿図 129］を決定。 
	 第 3 章第 1 節（2）でおおよそ推測した数字を基準とし、最終的には感覚をもって収ま
りの良い構図寸法を決定した。 
・	 裂を廻す［挿図 130］。 





挿図 126	 火焔光背彩色構造・断面図  
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挿図 128	 	 肌裏打ち  
 
 
挿図 129	 構図を決める  
 


































































































































挿図 135	 本尊左手（復元）  
 
 
挿図 133	 ケンネル繰糸  
 
 

















































	 	 	 
 
挿図  137  本尊条帛  
 
 
挿図  138	 本尊裳	 
 
 
挿図 139	 本尊裳裾 
 







挿図 141	 矜羯羅裳裾  
 
 
挿図 142	 矜羯羅裳・腰紐  
 
 
挿図 143	 本尊瓔珞  
 








































































































・	 植田壽藏「不動明王の芸術的意味—特に青連院青不動について—」『寶雲（第 21 冊）
第 6 年 1 冊』寶雲刊行所	 1935 年 1 月	 
・	 松下隆章著「不動明王二童子像--青蓮院蔵--新国宝より」『Museum	 No5:	 国立博物
館美術誌』美術出版社	 1951 年	 
・	 田中豊蔵著「青蓮院の不動に就て」『日本美術の研究』二玄社	 1960 年 11 月	 
・	 田中生著「青不動に就て」『国華 354 号』国華社	 1960 年 11 月	 上と内容は同じ	 
・	 亀田孜著「青不動画」『日本仏教美術史叙説』學藝書林	 1970 年 4 月	 
・	 亀田孜著『日本の仏画第１期 8	 国宝不動明王二童子像』学習研究社	 1976 年 11 月	 
・	 中野玄三著「不動明王画像論」等『画像不動明王』京都国立博物館	 1981 年	 
・	 「絵画１」文化庁監修『国宝１』毎日新聞社	 1984 年 11 月	 
・	 『天台宗密教章疏三』名著出版	 1985 年	 
・	 金子啓明著「密教における観想と造形	 :	 青蓮院蔵・不動明王二童子像(青不動)を中
心に」『美学 41』寶雲舎	 1990 年 6 月	 
・	 泉武夫著「青不動–画像と行法を巡る形と意味–」佐藤康宏編『講座日本美術史 3	 図
像の意味』東京大学出版会	 2005 年 6 月	 
	 
密教文献および関連作品文献	 
・	 佐和隆研著「不動明王像の研究」『密教美術論』便利堂	 1955 年 11 月	 
・	 浜田隆著「平安Ⅰ」『国宝原色版 3』毎日新聞社	 1967 年-1969 年	 
・	 庄子晃子「十九観について−不動明王図像との関連において−」『金沢文庫研究第 19
巻 3 号・通号 203 号』金沢文庫	 1973 年 2 月	 
・	 庄子晃子「不動法と不動明王像」『東北大学文学会』東北大学文学会	 1977 年 9 月	 
・	 京都国立博物館編集『特別陳列	 密教図像』清風会	 1979 年 7 月	 
・	 高田修,柳沢孝著「仏画」『原色日本の美術７』小学館	 1980 年 11 月	 
・	 林屋辰三郎・仏教美術研究上野記念財団助成研究会著『不動明王の諸相	 ;	 最澄と空
海の書風について	 :	 研究発表と座談会』仏教美術研究上野記念財団助成研究会	 





・	 中野玄三著「不動明王像」『日本の美術 No.238』至文堂	 1986 年	 
・	 関口正之著「平安時代末期の仏画に関する問題点」『国際シンポジウム「東アジア
における転換期」』東京文化財研究所	 1987 年 10 月	 
・	 関口正之著『密教』新潮社	 1988 年 7 月	 
・	 有賀祥隆著「曼荼羅と来迎図」『日本美術全集第 7 巻』講談社	 1991 年 6 月	 
・	 有賀祥隆著『仏画の鑑賞基礎知識』至文堂	  1996 年 8 月	 
・	 内田啓一監修『密教の美術	 :	 修法成就にこたえる仏たち』東京美術	 2008 年 4 月	 




元のその後』財団法人菊葉文化協会	 2012 年 3 月	 
・	 志村明著「日本の在来製糸技術と絹の質感について〜手回し座繰りを中心として〜」
『絹文化財の世界：伝統文化技術と保存科学』角川学芸出版 2005 年 10 月	 
・	 奈良国立博物館,東京文化財研究所著「国宝絹本著色十一面観音像」中央口論美術出
版 2006 年 5 月	 
・	 杉本欣久,竹並遠著「黒川古文化財研究所所蔵の日本・中国絵画の画絹について」『古
文化研究』黒川古文化財研究所 2008 年	 	 
・	 教王護国寺著『教王護国寺所蔵重要文化財絹本著色両界曼荼羅図残闕（甲本）二幅修














究室	 主査	 荒井経准教授、副査	 宮廻正明教授、有賀祥隆客員教授、講師	 染谷理香
先生、同大学大学院保存彫刻研究室	 藪内佐斗司教授、保存修復日本画研究室の先生方。	 
研究にご協力賜りました	 株式会社勝山織物絹織製作研究所	 志村明氏、秋本賀子氏、
































平成 25 年 12 月	 	 森田	 早織	 
平成 25 年度	 東京芸術大学	 博士（文化財）論文	 
	 
本論文は、平成 25 年度東京藝術大学博士論文として、研究作品「青蓮院所蔵国宝『不動明王二童
子像』の想定復元模写」と共に受理されたものである。	 
	 
